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Editor's Note

　第９号は、研究カンファレンスの報告論文１本とその討論、自由投稿論文４本、実務展望１本を収録
しました。気鋭の研究者からチャレンジングな論考を寄せていただき、編集委員会一同、心より御礼申
し上げます。また、会員の皆様におきましては、快く査読委員をお引き受けいただき、長期間にわたっ
てレビューを担当してくださいました。査読委員の丁寧かつ建設的なコメントと著者の真摯な対応は、
本学会誌の質的水準を飛躍的に向上させています。本学会は、柴会長、須田事務局長をはじめ理事会の
ご尽力とあらゆる無駄を省いた献身的な学会運営の結果、予算の大半を学会誌と研究大会の運営に充当
しています。本学会はけして大きくありませんが、当誌はその活力と学問的水準の高さを示すことがで
きたと自負しております。本学会誌の編纂に携わったすべての会員の皆様にあらためて感謝申し上げま
す。
　2005年に編集を引き継ぐ際、本誌は國村道雄・須田一幸両編集委員長のご尽力によってすでに評判の
高いものでした。一層高い水準の学会誌とするため、編集規程、投稿規程、査読要領、レビューシステ
ムなどの編集体制の整備、会長講演の収録、現代ディスクロージャー研究カンファレンスの参加論文と
その討論の収録、大学院生セミナーの開催、編集委員会の拡充など、皆様のご支援のもと、拙速ではあ
りますが改革を進めることができました。
　予算制約のため、残念なことに、研究者育成を目的とした論文を多数掲載することはできませんでした。
本誌の各号に収録された大学院生論文は、研究カンファレンスの大学院生セッションでの報告等、投稿
する以前の十分な検討と投稿後の長期間の厳密なレビューを経て受理されたものです。その結果、少な
いながら、いすれの論文も十分な研究水準に達したものになっています。
　査読誌である以上、博士論文審査やプロモーションなどの業績を求めた投稿を受け付けることは重要
な役割です。しかしながら、本誌には学会の財政の大半と多数のボランティアな人的資源が投入されて
います。今後とも、『現代ディスクロージャー研究』が業績を求める場ではなく真にアカデミックな議論
の場であることを願ってやみません。
　本誌７、８、９号の発行をもちまして編集委員長としての私の任務を全うすることができました。ご
協力いただい会員の皆様に厚く御礼申し上げます。もちろん、編集委員長の責任を果たせたかどうかは、
本誌の読者と潜在的な投稿者が評価することであります。個人的には、この３年間、エディターとして
若い研究者から熟練の研究者まで、すべての投稿論文を読み、参考論文を渉猟し、その美しい論考を理
解することは何よりの喜びでした。エディターコメントが論文の質的水準の向上に貢献できたとすれば
望外の喜びです。投稿してくださったすべての会員の皆様に感謝いたします。
　編集委員会は毎年20回以上開催されています。すべてのレビュープロセスはディスクローズされ、編
集委員会が収録の採否をきめております。ⅴ頁に記載した編集方針は、そうした合議のもとでコンセン
サスを形成し、編集委員会で承認されたものです。当学会のファウンダーである吉村光威先生は、ディ
スクロージャーを学問として科学的に解明し、社会に役立てたいと常日頃からおっしゃっていました。『現
代ディスクロージャー研究』は、頑なまでにアカデミックに厳密な論考を収録しています。そこにはデ
ィスクロージャー研究のDNAが綿々と続いているといえましょう。本学会は日本経営ディスクロージ
ャー学会との合併を予定しております。形はかわりますが、『現代ディスクロージャー研究』がトップア
カデミックジャーナルとして確かな礎を築き、広く社会と学界に大きな貢献することを望んでおります。
　10号からは吉田和生編集委員長が編集を担当いたします。新委員長のもとで『現代ディスクロージャ
ー研究』が飛躍的な発展を遂げることを確信しています。会員の皆様におきましては、変わらぬご協力
とご支援を心からお願い申し上げます。

編集委員長　　
薄井　彰　　
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編集データ

『現代ディスクロージャー研究』第９号の編集状況は次の通りである。すべての原稿は、編集委員会が
掲載の採否を決定した。論文セッションの原稿は、複数の匿名査読委員によってレビューされている。
討論と実務展望の各セッションの原稿はレビュープロセスを実施していない。

論文セッション　　　
受付数　　　　 7
受理数　　　　 5
採択率　　　71％

討論セッション　　　
受付数　　　　 1
受理数　　　　 1

実務展望セッション　
受付数　　　　 1
受理数　　　　 1

編集委員会　　
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謝　　辞

査読委員の長期にわたる真摯なレビューがなければ、学会誌の品質はけして確保できませんでした。現
代ディスクロジャー研究編集委員会は、ここに記して、第９号の査読委員の皆様に感謝の意を表します。
謹んで御礼申し上げます。

榎本　正博　　東北大学
太田　浩司　　兵庫県立大学
岡村　雅仁　　県立広島大学
奥村　雅史　　早稲田大学
音川　和久　　神戸大学
加藤　千雄　　大阪経済大学
坂上　学　　　大阪市立大学
椎葉　淳　　　大阪大学
高橋　元　　　作新学院大学
竹原　均　　　早稲田大学
野坂　和夫　　早稲田大学
野間　幹晴　　一橋大学
古庄　修　　　日本大学
米山　正樹　　早稲田大学




